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No 項　目 具体的な取組み 成　果

1 木田 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

なわとびをする習慣をつけ

るために、体育館になわと

びゾーンを設け、なわとび

ができるようにした。また、

なわとび記録カードや委員

会で作成したビンゴを使っ

ていろいろな技に挑戦でき

るようにした。

年間を通してなわとびゾー

ンを設けたことで、体つくり

運動の学習以外でもなわ

とびや大なわに取り組む児

童が見られた。また、ジャン

プボードを設置したことで

大技に挑戦する児童も見ら

れた。

2 豊 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

「体力向上コーナー」を学

校内に設置し、垂直跳び等

を中休みに児童が自主的

に行えるようにし、立ち幅跳

びの記録の向上を目指し

た。

体力テストの立ち幅跳びで

は、４項目で県平均を上回

ることができた。

3 足羽 小学校

その他 体力テストの結果の掲示

や、マラソン大会・なわ跳び

大会の記録賞配付により、

運動や体力に関する関心

を高め、目標に向けて熱心

に取り組む態度を育てる。

記録の可視化により、自分

の成長が客観的に把握で

きるようになり、目標達成に

向けた粘り強さが出た。ま

た、全員への記録賞配付

が、運動が苦手な児童も含

め、達成感や自己肯定感を

得るきっかけとなった。

4 東安居 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

授業の中に３分程度の体

力作りメニューを行った。

(柔軟運動やグーパー体操

など)

体力テストの握力では、男

女ともに県や市の平均より

良い学年が多かった。

5 湊 小学校

本校の体力向上の

取組について

湊っ子ランランチャレンジ ペア学年で取り組むことで

仲間を応援する姿が多く見

られ、共に高め合おうとする

態度の育成を図ることがで

きた。

6 春山 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

上半身や下半身の筋力を

高める運動を朝の時間に

週に２回程度年間をして継

続して行った。

朝のトレーニングを年間通

して全校で取り組んだこと

で、全身の筋力の維持向

上につながり、上体起こし・

反復横跳びの項目で多く

の学年が県平均を2～３ポ

イント上回った。
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7 順化 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

全校で、３分間走(低学年

は２分間走)を準備運動に

取り入れ、運動量を確保し

た。

昨年度５年生の体力テスト

の種目「シャトルラン」にお

いて、男子の平均値は県平

均より－12.6ﾎﾟｲﾝﾄだった

が、今年度６年生では県平

均より－6.1ﾎﾟｲﾝﾄに上昇し

た。

8 宝永 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

運動領域にあった準備運

動や、補強運動を取り入れ

た。

５年生では、昨年度と記録

を比較し、男子の握力で

は、平均２ｋｇ、女子では平

均３ｋｇの向上が見られた。

５０ｍ走では、男女とも平均

0.3秒の向上が見られ、昨

年度から本年度にかけて

継続した取組みの成果が

出た。

9 松本 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

持久力を高める運動を持

続的に行い、シャトルラン、

ボール投げの力を更に伸

ばす。心地よく走れるリズム

を見つけながら走る練習を

こころがけた。

6年生のシャトルランの記

録が全国平均を超え、とく

に6年生女子は１３ポイント

以上高かった。ソフトボール

投げは6年生と4年生が全

国平均を超えた。

10 日之出 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

運動場の一部を利用して

竹馬や一輪車を体験でき

るスペースを活用して、遊

び感覚で運動に親しめるよ

うにした。

休み時間には体育館でバ

スケットボールやドッジボー

ルを使ってボール遊びを楽

しめた。外で遊べる日には

竹馬や一輪車で遊ぶ姿が

増えた。体を動かせる機会

が多く、遊びの中で運動に

親しめた。

11 旭 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

運動の楽しさを感じさせる

ために、記録カードを作成

し、達成したら色を塗った

り、上位者には学年で賞状

を準備し、児童のやる気や

達成感を高めた。

年度末に全校児童を対象

にしたアンケートでは、「運

動することに興味をもち、す

すんで体を動かしている」

と９１％の児童が肯定的に

答えた。

12 和田 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

外遊びをしたいと思う児童

が増えるよう、給食時に校

内放送で外遊びを紹介す

る動画を流した。

低・中学年を中心に、今ま

で外遊びに行っていなかっ

た児童も外に出て遊ぶ姿

が見られた。



13 円山 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

全校児童がスポーツに対し

て興味関心を高められるよ

うに、スポーツ委員会が主

体となってイベントを積極

的に企画する。

スポーツ委員会の企画とし

て、「なわとびランキング」

を行った。休み時間にトレー

ニングルームを活用して、

技とびの記録会を行った。

日替わりでランキング掲示

が変動していく形をとった

ため、児童もなわとびにより

興味・関心をもって取り組

むことができていた。

14 啓蒙 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

①マラソンタイムの実施

みんなで一緒に外で運動

する機会を設けるために、5

～６月（春）と１０～11月

（秋）の木曜と金曜の業間

に、学年毎に分かれて音楽

を鳴らし、5分間走を実施し

た。

②長距離記録会の実施

低学年は６００ｍ、中学年は

８００ｍ、高学年は１０００ｍ

のタイム測定を体育の時間

に行い、上位者の記録を児

童玄関に掲載した。

①３年生（秋）では２年生

（秋）時に比べ、周回数が

平均で０．５周ほど増えてい

た。他の学年でも終了の音

楽が鳴り終わるまで走り続

ける子が増えた。

②ランキングを随時更新し

たことによって、モチベー

ションが上がっていた。今年

度の記録を基に、来年度各

段階に応じて、指標となる

記録を示すことができるよ

うにしたい。

15 西藤島 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

準備運動でのゲーム性を

取り入れた運動

令和７年度体力・運動能

力、運動習慣等調査では、

反復横跳びの結果が６項

目中５項目（４年男女・５年

男女・６年男女の６項目）

全国の平均値を上回った。

16 社北 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

４～６学年はプール学習を

福井県県営水泳場で実施

し、潜る・浮く・泳ぐ運動を

充実させた。個に応じた指

導の充実を図った。

県営体育館でプール学習

を行うことで、天候に左右

されず、計画的に学習を行

うことができた。また、校内

のプールでは行うことがで

きない泳法等も行え、児童

は意欲的に学習に取り組

むことができ、意欲、技術の

向上が見られた。

17 社南 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

体育委員会主催の企画

「大縄チャレンジ」を開催

し、４日間かけて、全校で大

縄を発表した。

全学級が、大休みや昼休み

に自主的に大縄の練習に

取り組み、児童の運動する

時間が増えたほか、「大縄

が楽しくなった」と言う児童

が増えた。



18 安居 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

系統性を意識した授業づく

り。めあてを意識して授業

に取り組み、単元を通して

技能の習得や意識すること

について理解を図った。リ

レーの学習では、学年に応

じて、バトンパスのポイント

を板書したり、手本を見せ

ることで理解につながるよ

うにした。

体育でめあてを意識して授

業に取り組んだ児童 92%

19 中藤 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

はぴりゅうスポーツパーク

の実施

２月後半～３月にかけて、

「はぴりゅうスポーツ広場」

を活用した運動に取り組め

るスペースを設け、児童が

大休みや昼休みに進んで

運動に取り組める場を設定

した。

休み時間などは、なわとび

以外の運動に触れ、馬跳び

や体じゃんけんなど、手軽

な運動に取り組むことがで

きた。児童同士で反復横跳

びの回数を数えたり、時間

を計測したりするなど、自主

的に取り組む姿が見られ

た。

20 大安寺 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

時間走や時間跳びを継続

して行い、持久力の向上を

図る。

２０ｍシャトルランの記録が

向上した。４～６年生の男女

それぞれが、市平均・県平

均を概ね10回程度上回る

結果となった。

21 河合 小学校

その他 縄跳び大会に向けて、学習

カードを活用して、友達と一

緒に技の練習を行った。回

数を数え合ったり、協力して

練習に取り組むよう呼びか

ける。

学習カードを使うことで、で

きた技の種類や回数が明

確になり、身近な目標を立

てながら意欲的に活動する

こることができた。

22 麻生津 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

マラソン大会に合わせて、

持久力向上を目指し、「体

力アップキャンペーン」と称

し、校庭を７分間走り続けこ

とを約３週間行った。全校

児童にマラソンがんばり

カードを配付し、目標に向

けて粘り強く取り組もうとす

る児童の育成を目指した。

また、なかなか外遊びがで

きない冬季には、委員会で

作成したペア跳びを含めた

縄跳びの紹介動画を放送

し、縄跳び運動の充実を

図った。

各学年が「体力アップキャ

ンペーン」に取り組んだこと

で、体力がつき、マラソン大

会ではほぼすべての児童

が完走し、自己記録を更新

することができた。また、縄

跳び紹介動画を放送した

後には、ジャンピングボード

を利用してまだできない跳

び方に挑戦する姿や、ペア

でいろいろな跳び方に挑戦

する姿が見られ、積極的に

縄跳びに取り組んでいる様

子がうかがえた。



23 国見 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

ICTの活用に努めた。

・体育科の学習カードを全

てアプリ化した。アプリは学

校HPで公開し、児童が家

庭からもアプリを使用して

運動ができるように設定し

た。

授業後のアンケートでは、

体育が「とても楽しい」と回

答する数が授業前と比べ

「２倍」に増加した。

24 岡保 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

体育の授業とマラソン大会

や器械運動発表会、なわと

び大会などの行事を関連

させた。

行事に向けて、体育の授業

で体力や技術を向上させ

るために、練習に熱心に取

り組む姿が見られた。

25 東藤島 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

ICTを活用した主体的・対

話的な学習の充実

陸上運動や器械運動では

タブレットを活用し、自分の

動きを確認したりお手本と

なる動画と比べたりして、友

達と話し合いながら改善に

つなげることができた。

26 殿下 小学校

その他 機会を見つけて他校や地

域の方とのスポーツ交流を

行った。

特に器械運動の交流では、

他校の児童の技術や取り

組む姿勢に刺激を受け、学

校へ戻ってから一段と熱心

に練習に取り組むようにな

り技能の向上につながっ

た。

27 鶉 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

長縄全日本選手権へ参加

をしたり、校内でなわとび

の選手権を行ったりして、

縄跳びに習慣的に取り組

む機会を設け、体力の向上

を図った。

児童がタブレットで動画を

撮影して、提出する方式を

取ったので、いつでも挑戦

することができ、習慣的に

取り組むことができていた。

28 本郷 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

週に一回「いきいきタイム」

という時間を設けて、全校

で業間運動を行った。

6年生が考える体力作りの

遊びを行った。みんな楽し

みながら、運動に取り組む

ことができた。

29 棗 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

冬期の業間運動として、週

に１回、縦割り班ごとに大

縄の８の字跳びを行った。

異学年との交流が図れた

とともに、ほかの休み時間

などにも親しい仲間が集

まって大縄に取り組む姿が

見られた。

30 鷹巣 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

地域・学校の特色をいかし

た行事の実践（砂浜マラソ

ン）

海に近い環境を活かした

砂浜マラソンで体力の向上

を図った。



31 長橋 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

持久走や器械運動、なわと

びなどの学習カードを使用

し、個人の能力に合った目

標記録を設定して活動に

取り組んだ。

学習カードの作成の際、ス

モールステップで目標を設

定し、運動が苦手な児童も

達成感を味わうことができ

るよう工夫した。期間限定

で大休みの時間に持久走

の練習に取り組んだ。

32 森田 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

全校児童数が多いため、グ

ラウンドや体育館の割り当

て、運動用具の設置などを

計画的に行い、運動量の確

保を図った。

各学年、年間指導計画をも

とに計画を立て、設備や用

具を効果的に活用し、運動

量の確保を行えた。

33 明新 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

マラソンカード、なわとび

カードの作成

自分で目標を設定し、意欲

的に運動に取り組めるよう

にした。目標に向かって練

習を繰り返す様子が見ら

れ、目標達成時にはシール

などで評価をした。視覚的

に分かるようにすることで、

さらに意欲をもって取り組

むことができていた。

34 酒生 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

休み時間において鬼ごっこ

などの走り回る遊びへの自

主的な参加

学年を超えて互いに関わり

合い、楽しむ姿が見られた。

35 一乗 小学校

本校の体力向上の

取り組みについて

全校児童での体育の実施 競い合うことや、集団で行

う種目実施の困難さを解

消するため、また複数指導

者の確保のために、TTで

の全校体育を行っている。

安全面に配慮したほか、技

能面で２グループに分けて

発達段階にも配慮しながら

指導することもできた。

36 上文殊 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

業間活動において異学年

で運動に親しむ取組みを

行った。

縦割り班で短なわとびや8

の字とびに取り組んだり、

委員会主体で企画した全

校レクリエーションを実施し

たりしたことで、運動を楽し

みながら行う様子が多く見

られた。



37 六条 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

体育的行事の前１ヶ月ほ

ど、大休みに全校での取り

組みを行った。(マラソン大

会前の全校マラソン、なわ

とび大会前の縦割り班別

大なわとび練習)

マラソン大会に向け、体育

では、十分な練習が確保で

きないため、大休みにマラ

ソンをすることで、児童の体

力向上につながった。大な

わとびについては、縦割り

班で協力して練習し、練習

するごとにとぶ回数が増

え、児童の自信にもつな

がった。

38 文殊 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

なわとび運動で、ペア学年

をつくり跳び方を教え合う

時間を設けた。

「高学年のような難しい技

に挑戦したい。」という気持

ちをもつきっかけになり、よ

り難しい技に挑戦する児童

が増えた。また、低学年に

教えるという活動を通して、

高学年は自己有用感を感

じることもできた。

39 東郷 小学校

児童生徒の

運動習慣の育成について

週に１時間、晴天時は５分

間走を行い、各自が何周走

るか目標を設定しながら取

り組んだ。

全国体力・運動能力・運動

習慣等調査で男子は全種

目、女子は８種目中６種目

で全国平均を上回った。２０

ｍシャトルランでは男女共

に福井県平均を上回り持

久力が向上した。マラソン

大会では、ほとんどの児童

が完走することができた。

40 日新 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

ICT機器を体育館でも常

時活用できるよう、環境を

整備した。

器械運動や、表現運動に

取り組む際、練習方法のイ

メージを持たせ、自分の動

きを確認しながら主体的に

活動できるようになった。

41 清明 小学校

その他 学校オリジナルの曲に合わ

せて準備運動を行う体操

を、委員会を中心に考え

た。これまでの準備運動の

内容を全て入れ、ダンスの

要素も取り入れた。また、そ

れを周知するためのビンゴ

企画も行い、校内体育大会

でも使用した。

リズムよく体操し、リズムダ

ンスの基礎をこなしていけ

る児童が増えてきた。企画

では、ビンゴを目指して、た

くさんの学年が流れを意識

して体操の練習をしてい

た。

42 社西 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

準備運動の中で、学年に

応じて強度や回数を変えて

トレーニングを行う。

順位運動で多様な動きに

つながる運動をしたことで、

特に体力テストの瞬発系の

項目で、県平均を上回る数

値を記録した。



43 下宇坂 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

全校での業間運動「ハッス

ルタイム」の実施

業間運動には全校が同時

に走るため、どの児童も一

生懸命参加できた。特に低

学年は高学年と一緒に走

る中、５分間諦めずに走る

姿がよく見られ、４月当初よ

りも長い時間走ることがで

きるようになった。

44 羽生 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

ICT機器を活用した授業

作り

3.4年生ではフラッグフット

ボールの試合中の動画を

撮影し、反省や次の試合の

作戦を立てる際に活用し

た。自分たちのチームの動

きや、他のチームでうまくい

いった動きを見ることで、よ

り具体的な作戦の話し合い

につながった。

45 美山啓明 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

業間運動の実施（マラソン

と大縄とび）

週１回（木曜日)のマラソン

では、マラソン大会に向け

て全校で意識を高めること

ができた。大縄とびに関し

ても、縦割り班で協力して

行う姿が多く見られた。ほと

んどの班が５０回近く記録

を伸ばし、３分間で２４０回

を超える班もあった。

46 越廼 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

マラソン大会、器械運動発

表会、なわとび大会に向け

て、児童が意欲を高め、目

標を持てるような掲示物や

学習カードを工夫し、児童

の体力向上につなげた。

各大会にむけて体育の授

業や休み時間に積極的に

練習し、運動に親しむこと

ができた。器械運動や、な

わとびでは多くの児童の技

の向上が見られた。

47 清水西 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

「体つくりの運動遊び」や

「体つくり運動」の時間に、

時間走を取り入れたり、つ

ま先立ちジャンプを取り入

れたりすることで、筋持久

力や瞬発力を鍛える。

体力テストの結果、男子は

シャトルラン、反復横とび、

50ｍ走において、女子は握

力において大きく平均を上

回った。



48 清水東 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

今年度は体力テストの１ヶ

月程前に３年生以上の学

年を対象に体育の時間や

休み時間に握力を計測し、

今の数値を把握させた。準

備運動でグーパー体操を

取り入れたり、高学年では

組合の研修で学んだ筋肉

トレーニングを取り入れる

などして向上を図った。

休み時間に握力を測る児

童やはぴスポに記録を打ち

込む児童が増えた。どれだ

け伸びたか数値化すること

で児童の動機づけになっ

た。

49 清水南 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

業間運動を週２回（火、

木）、持久力向上のため

に、４～１０月には５分間走

や全員リレー（雨天時はな

わとびやエクササイズ）、１

１月～３月にはたてわり班

で大縄とび（８の字）を行

う。

体育の授業が好きと答えた

児童が９０％以上で、「でき

なかったことができるように

なったとき」、「友達と交流

したり、協力できたとき」に

楽しみを感じる児童が多く

いた。

50 清水北 小学校

本校の体力向上の

取組みについて

単元を精選して、ＩＣＴの活

用、場の設定、教具や学習

カードの工夫を行い、技能

や記録の伸びを明確にして

上達したことや伸びたこと

を実感させた。また、自分の

課題がどこにあるのかを把

握させやすくした。

「めあてをもって運動する」

児童が９2％だった。

51 杉坂 小学校

その他 外部指導者の積極的活用 アスリーチ事業やボール贈

呈事業などを積極的に活

用し、「タグラグビー」や

「サッカー」などの単元で

専門家から直接指導をもら

う機会を設定した。世界の

トップクラスで競技してきた

選手からは、技術面のみな

らず「感謝」「仲間を大切

にすること」など、これから

社会で生きていく中で大切

なことを教えていただいた。

学んだことがその後の児童

生徒の学校生活に活かさ

れている。


